
地域型保育事業
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　　　 年 月 日設立

（ ー ）
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年 月 日 年 月 日

平日

土曜日

日曜日

１号 7

認可年月日

村松　節子
職　名 園長

主たる事務所の

所在地・連絡先
電話番号

連携施設の名称（地
域型保育のみ）

市川南幼稚園

E-mail
アドレス

郵便番号 409 3601

ﾑﾗﾏﾂ ｾﾂｺ

郵便番号 409 3601

山梨県 西八代郡市川三郷町市川大門５６１

法人等の種別

フ リ ガ ナ

施 設 名 称

ｲﾁｶﾜﾐﾅﾐﾖｳﾁｴﾝｼｮｳｷﾎﾞﾎｲｸｼｮﾙ･ｸｰﾙ

272 1471 055 287 7205

市川南幼稚園小規模保育所ル・クール

事業所番号 1934652000018

施設の所在地
・ 連 絡 先

山梨県 西八代郡市川三郷町市川大門561

055

確認年月日

055電話番号 FAX番号

学校法人　 法 人 所 轄 庁 文部科学省

代 表 者 の
職 名 ・ 氏 名

職
名
理事長

フリガナ ﾑﾗﾏﾂ　ﾋﾛｼ

氏　　名 村松　裕

法人が実施している
事業名

幼稚園の運営、小規模保育所の運営

FAX番号

法人の設立年月日

申
 
請
 
者

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ｲﾁｶﾜﾐﾅﾐﾖｳﾁｴﾝ

法 人 等 名 称 学校法人　市川南幼稚園

園長の氏名・職名

分時 分 ～ 時

307 18

時 30 分

3

30 分 ～ 18

分分 時～時 30

1

時

氏　　名

フリガナ

4 25平成 28

272 1471 055 287 7205

E-mail
アドレス

開 所 時 間

平成 28

種類 小規模保育所Ａ型
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地域型保育事業

人 人 人 人

人 人 人 人

学級 （１学級当たり 人）

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡

㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人

㎡ ㎡/人

医師（嘱託医）

利　用　定　員

 ※内科医、歯科医の両方いる場合に「有」

園庭

1.8

施
設
設
備

１人当たりの面積

設置場所 全体の面積

居室数／面積 148.3

設　備

満２歳以上児１人当たり面積

10150隣接地

園舎 乳児室 ほふく室

合計

18

学 級 編 制

3号認定
２歳児 １歳児 ０歳児

2号認定

休園日
※夏季休園日○月○日～△月△日、
○○行事の振替休日○月第△曜日

のようにご記入下さい

2 9

15 2 1

５歳児 ４歳児 ３歳児

日曜・祝祭日、１２月２９日～１月３日

常　勤

兼　務

配　置
職員数

合計

兼　務

1平均経験年数 12

職　種 主任保育士

専　従 兼　務

その他職員

専　従

調理員

専　従 兼　務

非常勤

2

専　従

13

常勤職員の労働時間 8 時間

有

保育室

26.49

8.2 4.41

遊戯室

1 13.24 1

教育・保育従事者1
人当たりの園児数

5　 人（非常勤職員は常勤換算して算出）

保育士

職
員
の
状
況
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地域型保育事業

実費徴収
施設整備費
環境充実費

利用料
（実費徴収・上乗せ徴収）

運営方針

・一人ひとりを大切にした保育と日課の充実
・個々の状態を把握し、健康で安全な生活に必要な基本的生活習慣が身に付
くよう配慮する。
・家庭的であたたかみのある環境を提供する。
・安全で活動しやすい環境の中で子どもの行動範囲を広げる。

教育・保育の内容

子育て支援の実施状況
（実施している場合）

・個別懇談を通し、子育てにおける親の悩みや心配を聞き、支援している。
・連絡帳を通し、保護者の毎日の子育てにおける不安を支援するとともに、保育所における子どもの
様子をきめ細かく伝えている。
・登園、退園時にその日の子どもの様子等を伝え、心配なことがある場合は細やかに話をする。

教育・保育の提供内容に
関する特色

・健康な子どもに育てるためのより良い環境を提供している。
・主体的に生活できる子どもを育てるために、保育士の愛情豊かなかかわり
を提供している。
・仲間とともに育ちあえる子どもを育てるために、ともに遊び、関わる環境
づくりに配慮している。
・のびのびと自分を表現できる子どもに育てるために、子どもの気持ちに寄
り添い、共感できる人的環境及び物的環境に配慮している。

苦情に対応する
窓口の状況

窓口設置の有無 苦情内容記録の有無 市町村への報告の有無

有 有 有

・食事、睡眠、排せ等基本的生活習慣を身につける。
・保育士とのスキンシップ及びかかわり等を通して、信頼関係を築く。
・好きな遊びや友達との関わりを通し、心の安定を築く。
・園外への散歩を通し、積極的に環境に関わろうとする心を育てる。
・子どもの行動範囲をよく把握し、安全で活動しやすい環境で保育する。
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